
達成値 達成度 評価 達成値 達成度 評価

A
評価は適切である。

評価は適切である。

A 評価は適切である。

A 評価は適切である。

A 評価は適切である。

A 評価は適切である。

96% 120% A 97% 121% A

・挨拶、返事、無言集合、整理整頓、チャイム席、4月から意識して取り組む
児童が多く見られ、児童自身が進んで取り組んでいる。また、黙って掃除の
木にシールを貼るなど具体物を活用した取り組みもできた。挨拶、返事、
黙って集合、整理整頓、チャイム席を意識させるため、全体朝会や一斉下
校、放送などで評価をすることができた。

A 評価は適切である。

84% 120% A 89% 127% A

・教師の見取りは、目標値を達成している。各学級での指導や全校集会の
場での指導が繰り返しされているためと考えられる。教員で共有することが
でき、各学年にも活かすことができた。 A 評価は適切である。

80% 98% 123% A 95.0% 119% A A 評価は適切である。

70% 74% 106% A 88% 126% A A 評価は適切である。

80% 94% 118% A 94% 118% A

外遊びや元気っずタイムなどの運動が楽しいと答えた児童が94％となった。
暑さ対策として教室で元気っずタイムを実施するなど児童の負荷にならない
ように取り組みすることができた。またアウトメディアデーを活用してお家で
元気っずタイムを実施し、家庭と連携した取り組みもできた。

2学期からは、熱中症対策もあり担任の先生が入れ替わるnew元気っずタイムを実施
した。担任の先生が入れ替えることで児童を様々な視点で見ることができ、学校組織
として関わることもできる。本校の最終目標100％を目指して今後も様々な考えを取り
入れていきたい。

A 評価は適切である。

60% 72% 120% A 93% 155% A

男子、女子ともに県平均かつ全国平均を超えることができた。体
力テストの重点課題は男子の長座体前屈である。

元気っずタイムを活用してペアやグループでできる柔軟を取り入れる。

A 評価は適切である。

80% 84% 105% A 48% 60% C

・２学期はランランフェスティバル（反復持久走）での目標達成の割合を見
た。結果としては、４８％となり、目標値を下回った。新体力テストの結果や
練習の様子から、児童の実態にあった目標設定が十分ではなかったと考え
られる。
・元気っずタイムを活用し、５分間走を実施した。雨天や雪によって実施がで
きない日があった。

・児童が自分にあった目標を設定することができるように、練習段階から記録やタイ
ムをとって、目標設定の目安を用意するとともに、その結果をもとに目標を見直す時
間設ける。
・児童が運動や大会等を意欲的に取り組めるように日頃から声掛けを行っていきた
い。

B 評価は適切である。

A 評価は適切である。

80% 92% 115% A 91% 113% A

・どの学年も前向きに取り組んでいた。各月で『おうちで元気っずタイム』を
実施して，児童及び保護者にも楽しんで取り組んでもらえている。アウトメ
ディアについて後ろ向きな児童が、保護者等と触れ合える時間が増えること
によって、前向きに取り組む姿も見える。

・体を動かす触れ合い遊びは、大人にも子どもにも効果がみられるので、引き
続き取り組んでいきたい。

A 評価は適切である。

80% 96% 120% A 100% 125% A

感染症予防のため、同室を避けて学習したり、熱中症対策のため小ま
めに水分を補給させる、教室や体育館などの環境管理、登下校の際の
日傘の推奨など行っている。今年度熱中症と思われる児童は０人。

秋、冬に向けて、引き続き感染症（コロナやインフルエンザ等）予防に努める。そ
のために、毎日児童全員の体調に関わって情報を職員全員で共有し、危機意
識をもって対応する。保護者と連携を密にして、体調の維持に努める。 A 評価は適切である。

80% 100% 125% A 92% 115% A

教職員へのアンケートで「本校は働き方改革が進んでいる」「児童と向
き合う時間が増えた」の2つの項目でともに92％だった。職員が集まっ
て話し合う会の回数を減らしたこと、スクールサポートスタッフを活用で
きたことの他、「マターモスト」（職員間で共有するラインのようなもの）が
職員間で使用することができたことが考えられる。

引き続き、職員の気づきや困り感を全体で共有していく必要がある。また、業務
の偏りを感じている職員も若干名おり、来年度に向けて時間割や行事の在り方
の再考に加え、各担当の仕事量のバランスをとっていく。具体的には、経験年
数の若い人材を主にして、経験豊富な人材を補佐にするなど。

A 評価は適切である。

80% 96% 120% A 100% 125% A

保護者アンケート「教職員は、子供が進んで学び合えるよう工夫
して指導している」において、よくあてはまるが86.7％、やや当て
はまるが13.3％だった。研究大会に向けての取組や学級担任に
よる学級通信による指導の様子を発信したことによって肯定的
な評価につながったと考えられる。

学習の在り方や取組の成果など、今年度の成果と課題を丁寧に把握
し、来年度に向けて継続できる体制を整えていく。
保護者、家庭とのつながりを意識し、指導方針・ねらいの理解が得られ
るよう情報発信する。

A 評価は適切である。

80% 100% 125% A 100% 125% A

CS（コミュニティー・スクール）主体で開催した「こうぬまる
ごと大運動会」や環境整備作業など学校との関わりの中
で、小・中学校の取組や児童生徒実態など知っていただく
ことができた。

CS（コミュニティー・スクール）や民生児童委員との関わり、地域
を尋ねたり、見学したり、地域の人材をお招きするような地域学
習を積極的に行っていく。 A 評価は適切である。

・ファイナルタスクにおいて、体育科以外の設定に苦慮している教師もいるた
め、研修等で問いのある授業づくり単元づくりを全教科に広げていく。

・対話において、学年ごとに差があるため、教師と児童の発言の割合３：７をめ
ざして、1年生から6年生まで系統的に対話を質の向上を図っていく。そのため
の学年ごとにめざす姿の系統表等を作成し、教員・児童ともに共有し、同じ認識
で日々の学習に取り組めるようにしていく。

80％

80％

・今後も単元ゴール（ファイナルタスク）を意識した授業改善を行い、児童がやっ
てみたいと思える魅力ある教材開発や授業づくりに努める。

・評価テストについては，基礎学力が向上してきているので、ファイナルタスクを
意識した授業改善を今後も続けていく。また、個人・学年差があるため，今個別
指導及び児童実態に合った指導も継続して行う。全国学テの分析を活かし、各
授業で共通して取り組む事柄は，確実に行っていく。

・計算力や漢字の書き取りの力などをより確実に身に付けさせるため，パワー
アップタイムを計画的に実施していく。次年度は、計算力を身に着けさせるた
め、児童実態に即した内容を考えて実施していく。また、目標設定の仕方など指
導者同士で共通認識をもって取り組む。

・学校運営協議員会委員等による学校運
営のアンケートでの肯定的評価【教頭】

・危機管理対策研修を学期に１回以上行う
・危機管理体制について，保護者アンケー
トでの，肯定的評価【教頭】

・生活リズムアンケートのふり返りにおいて，ア
ウトメディアに取り組めたと肯定的な評価をした
児童の割合【　岸　】

・生活リズムアンケートで，肯定的に評
価する児童の割合【　岸・柚木　】

・新体力テストの結果において，前年度の
重点種目が，全国平均値を上回る項目の
割合【　中島・八幡　】

・「思いやりの心」育成に関する教職員の見取り
調査の割合・保護者アンケート結果（４段階評
価の平均値）【　八幡　】

・効果的なICT機器及びファイナルタスクを意識した授業づくりを行う。ま
た、授業力向上のために指導者相互の授業観察を定期的に行い，互い
の指導力を高め合う。

児童・教師

100%

80％

・体育科授業が，好きと言える児童の割合。
（体育科授業に関わる児童アンケート）
・体育科授業（授業づくり）が，好きと言える
指導者の割合。　　　　　　　　　　　　【　髙石　】

・深い学びが行えるよう場や教材，ICT機器の
活用等の工夫した授業の充実度（指導者同士
の授業評価シートによる）
　　　　【　長明・髙橋　】

・来年度に向けて挨拶プラスワンの取り組みを活用していきたい。
・他学年が評価したり担任の先生が他のクラスを評価できたりする取り
組みを入れていきたい。

・体育科の授業改善を通して、深い学びや場はどの様なものかについ
ての研究，協議を深めたことが目標達成につながった。しかし，目標値
８割を少し下回っているのは，体育科以外の教科や単元による差が
あったと考える。

児98%
指98%

＊

98%

＊

・水泳記録会，マラソン大会において自己
目標を達成した児童の割合【　野曽原・八
幡　】

・「運動遊び」に関するアンケートでの肯定
的に自己評価する児童の割合【　中島　】

103％

105％

A

A

80%

国70％

算70％

80％

80％

＊

A
A

A

A

・「あいさつ（先言後礼）・返事・整理整頓・
無言掃除・無言移動・無言集合」に関する
生活アンケートで肯定的に自己評価する
児童の割合

・教職員の見取り調査の割合　【　中島・野
曽原・八幡　】

80%

70%

100%

100％

・児童自らが決めた時刻を守るために必要な自己指導能力を高めるよう、担任等と連携
して，個別指導を行うことや児童主体の取り組みにするために保健体育委員の朝会等を
行っていきたい。

80% 91% 114% A 89% 111% A

・引き続き、にこにこボックスを活用したり、児童のよい所を全校や学級
で紹介したりすることを行っていく。
・相手を思いやる言葉遣いを常態化するために、学年の実態に応じて学
級での指導を引き続き行うとともに、また、よい言葉かけをしている児童
を称揚するなど、全職員が取り組んでいく。
・各学年でレクを行う時に他学年を誘うなど、関わりを増やすように、実
態に応じて行っていく。
・道徳の時間を活用し、思いやりの心を育成していく。

児
100％

指

100％

80％

A

A

信
頼
さ
れ
る
学
校

○学びに向か
う力の育成

確
か
な
学
力
の
育
成

豊
か
な
心
の
育
成

安全・安心で
信頼される学
校をめざす

・ファイナルタスクを意識した授業づくり
及び授業実践を行う

・児童間の対話による深まりを意識した
授業づくり及び授業実践を行う

○対話のある
授業づくりに
よる思考力・
判断力・表現
力の育成

○ 規 律 あ る学
校生活
　　あいさつ
　　返事
    整理整頓
　　無言掃除
　　無言移動
　　無言集合

・ふわふわ言葉の常態化をめざす生活
指導

・道徳の時間の充実

・縦割り班遊び等を通して異学年との関
わりを深める

全国水準の
学力をつける
（知識・技能，
思考力・判断
力・表現力，
学びに向かう
力の育成）

健
や
か
な
体
の
育
成

・外遊びの推奨
・月・水・金曜日に元気っずタイム（業間
運動）を設定し，課題克服運動プログラ
ムを実施
・水泳記録会，マラソン大会等，自己目
標の設定
・対外的な陸上記録会等に積極的に参
加
・県小学校体育研究大会開催に向け
て，体力つくり活動を充実させる

○体力の向上

自ら目標をも
ち，進んで体
力の向上，健
康の保持増
進に取り組む
意欲・態度を
育てる

（自己評価）　達成度＝達成値÷目標値　　Ａ：１００≦（目標達成）　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　Ｄ：（できていない）＜６０

・第1回目の重点目標である，決めた時刻に寝る・起きることを２学期も取り組んだ。校
全体で取り組む意識を高めることや児童主体として取り組めるように，保健体育委員
会による生活パワーアップ朝会を行った。しかし、１１月にインフルエンザで休む児童
が多かったので、目標値を達成できたものの学年等で差がみられた。

○基礎的・基
本的知識・技
能の習得と定
着

〇危機管理の
徹底と指導力
の向上

・評価テスト(国語・算数）で，どちらも得点が80
点を超える児童の割合 【　力石　】

・パワーアップタイムでの個人目標を達成した
児童の割合。（児童自己評価）

・パワーアップタイムの実施度（指導者自己評
価）
　　　                　　　　　　　　　　　　【　門田　】

・指導者が互いに授業を見合い，児童が主体
的に学習に取り組む授業の充実度。（指導者
同士の授業評価シートによる）【　長手　】

・児童の肯定的評価が高く、困っている友達に声をかけることができる
児童が多く見られる。にこにこボックスの活用にも、全学年取り組み、低
学年も取り組むことができていたが、一部の児童、学年に偏りが見られ
る。しかし、「優しい言葉で話す」「他学年の友達と遊ぶ」項目で、否定
的評価をしている児童が前回より多く見られた。

・指導者の見取りを見ても、肯定的に評価している割合が多く見られ
る。

〇思いやりの
心の育成

・統合校として児童の安全な環境づくり
を推進

・働き方改革による「子どもと向き合う時
間」確保（あゆみの２学期制を継続）

・授業研究等における指導力の向上

・コミュニティ・スクールの推進

・相互に授業参観し，児童が主体的に
学び合う授業作りを行う

・パワーアップタイム（補充学習）を活用
し，基礎・基本の向上を図った授業改善
を行う

・「思いやりの心」に関する生活アンケート
で肯定的に評価する児童の割合【　野曽
原　】

・指導力の向上について，児童・保護者ア
ンケートでの，肯定的評価【教頭】

・朝食，生活リズムについて全体指導を
する

・生活リズムアンケートによる基本的生
活習慣の実態把握

・アウトメディアデーの実施

・課題発見，解決学習の展開で，ファイナルタス
クを明確にした授業の充実度。（指導者同士の
授業評価シートによる）

・児童同士が多様に関わり合い対話のある授
業の充実度。（指導者同士の授業評価シートに
よる）　　　　　　　　【　髙石　】

・一斉下校，朝会時等における全体指
導
・挨拶・返事は，「じぶんから・だれにで
も・いつでも」「先言後礼」「整理整頓」を
徹底
・「挨拶運動」や「掃除の仕方朝会」等，
児童会で主体的に取組ませ，自治能力
を高める

○健康的で規
則正しい生活
の実践

規範意識を
高め，思いや
りの心を育成
する

・児童の知的好奇心を喚起する学習課
題を設定する

・子どもたちの学び合いを行うための手
立てを工夫し実践する

＊

・教職員アンケートでの，肯定的評価【教
頭】

・9月と1月に2度、授業参観交流や交換授業を実施した。全学年におい
て学期に1度以上はファイナルタスク（単元のゴール）を設定した単元構
成で授業を行っていた。

・対話においては、発達の段階を考慮し、低学年では一人で考える時
間とグループで考える時間の場面を分けながら、丁寧な指導を心掛け
たことで、児童の発言に広がりが出てきたと考える。

・９割以上の児童が主体的に課題解決に臨むようになった。指導者相
互評価でも8割以上。児童がしてみたいと思う教材を作ったことが、主
体的な活動につながっている。

・国，算の評価テストについては，目標値の７０％は一応上回った。各
学年ごと見ると大きな差はあるが、おおむね基礎学力がついてきたと
いえる。また、国語科・算数科において偏りが多少見られる学年があ
る。

・学期途中や学期末に、指導者同士で進捗状況について交流し合った
ことが高い達成率につながった。児童の自己目標達成率は、学年ごと
に差があった。内容及び目標設定を児童実態に合わせる必要があっ
た。また、全体的にみると計算力の方に課題がみられた。

A

＊

82％

84％

三次市立甲奴小学校

評価 コメント

学校関係者評価自己評価

　　　　　　　　　　　令和７年度　　学校評価表　【自己評価】

評価計画

結果の分析 改善策目標達成のための方策中期経営目標 短期経営目標 指標
（効果を見とる目安）【担当】

目標
値

７月 １2月

＊

国
77%
算
70%

80%

110%
100%

100%

125%

A
A

A

A

95% 119% A＊

国80%
算78%

84%

97%

＊

114%
111%

105%

121%

＊

＜学校教育目標＞
「文武両道」
すすんで きたえ みがき のびる

～社会の変化に対応できる，心豊かでたくましい子どもの育成～
＜めざす学校像＞

○すすんで ・・・・・・・・・・・・・・・・・子供の主体性を伸ばす学校
○きたえ・みがき・・・・・・・・・・・個々の持ち味を発揮させる学校

経営理念（ミッション・ビジョン）

・甲奴中学校区コミュニティ・スクールとして小中一貫教育を推進し，保護者・地域とともに将来を担う児童を育成する。

・変化の激しい社会の中で，グローバルな視点をもち，国籍や互いの立場の違いを超えて，協調し協働して生きていくことができる

力をつける

＜甲奴中学校区のめざす子供像＞
「ふるさと甲奴を誇りに思い，自らの未来を切り拓いていく子供」

＜甲奴小のめざす子供像＞

何事にも全力を尽くし「文武両道」をめざす子供
☆自分が好き・・・夢（目標とする姿）を持ち自ら進んで最後までねばり強くやりぬく子供
☆友だちが好き・・・友だちのよさを見つけ，自ら進んで一緒に働き，遊び，学ぶ子供

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
・
「
課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力
」
・
「
乗
り
越
え
る
力
」

を
育
て
る


